
浸水被害対策について（イメージ）

令和７年１０月１５日
逢瀬川流域水害対策協議会
谷田川流域水害対策協議会

「第１回逢瀬川・谷田川流域水害対策協議会」 資料２



○ 逢瀬川、谷田川は、河道の特性として阿武隈川との合流点付近の河床勾配が緩やかであり、かつ、洪水の特性と
して阿武隈川と概ね同時刻に水位ピークを迎えることが多いため、阿武隈川本川水位の影響を受けやすい。

○ 近年の地球温暖化に伴う気候変動等の影響による豪雨災害の頻発化を踏まえ、降雨量の増加等を考慮すると逢瀬
川流域、谷田川流域における洪水リスクは、さらなる増加が想定される。

○ 流域全体のあらゆる関係者が協働し、土地利用状況及び地形特性等を踏まえ、下記の３つの視点から流域一体
で総合的かつ多層的な浸水被害対策を講じることにより、浸水被害の最小化を図る。

①氾濫をできるだけ防ぐ・減らすための対策

・河道掘削、浚渫
・堤防整備 等
・雨水貯留浸透施設等の整備、田んぼダム、ため池の
治水活用 等

②被害対象を減少させるための対策

・立地適正化計画における居住誘導区域内での防災指
針の策定

・貯留機能保全区域の指定、浸水被害防止区域の指定

③被害の軽減早期復旧・復興の対策
・浸水想定区域図、ハザードマップの周知、出前講座

による水害リスクに対する理解促進
・洪水対策資材の提供、マイタイムラインの普及啓発

等による避難実行性の確保 等

・浸水センサーの設置や排水ポンプ車の配備

浸水被害対策のイメージ
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(1)流域水害対策の基本的な考え方（イメージ）



①氾濫をできるだけ防ぐ・減らすための対策
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逢瀬川流域における河川整備

《イメージ》
〇河川整備計画等に基づく、一級河川逢瀬川や準用河川亀田川などの河川改修
⇒一定規模の降雨に対して、洪水等による災害の発生を防止
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咲田橋から上流

咲田橋

出典：一級河川阿武隈川水系郡山圏域河川整備計画



谷田川流域における河川整備

《イメージ》
〇河川整備計画等に基づく、一級河川谷田川や一級河川黒石川などの河川改修
⇒一定規模の降雨に対して、洪水等による災害の発生を防止
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出典：一級河川阿武隈川水系郡山圏域河川整備計画



逢瀬川流域、谷田川流域における下水道整備
《イメージ》
〇郡山市ゲリラ豪雨対策９年プラン（100mm安心プラン）に基づく、下水道（雨水貯留）施設
の整備
⇒局地的大雨により一時的に下水道の排水能力を超えることで発生する内水氾濫を軽減
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雨水活用補助金制度（郡山市）

郡山市ホームページより
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田んぼダムやため池の取組(郡山市)
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ため池が有する雨水貯留等の機能を最大限に活用し、下流域における
防災・減災力を強化するため、ため池の浚渫及び放流施設を整備する。

農地・農業用施設を活用した流域治水の取り組みとして、逢瀬川流域の｢田んぼダム普及
促進｣と｢ため池の防災・減災力強化｣を図り、雨水の一時的な貯留機能の向上による浸水被害
軽減を目指す。

田んぼダム（排水桝･水位調整板等設置）

〇排水桝･水位調整板等設置面積 170.9ha(2024年度末)

田んぼダム概念図

田んぼダム 未実施水田 田んぼダム 実施水田

田んぼダム実施エリア

ため池防災・減災事業

作業の様子

逢瀬川

笹原川
2017-19年度
実証事業実施ほ場 6.6ha

設置状況

【浚渫工事】
堆積土砂の撤去による貯水量の増加

【放流施設工事】
緊急放流が可能となる放流施設整備

2021-24年度実施ほ場 164.3ha

2025年度実施ほ場 17.1ha(予定)



②被害対象を減少させるための対策
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災害リスクを踏まえたまちづくり・住まい方の工夫

• 郡山市では土砂災害警戒区域や家屋倒壊等氾濫想定区域は住居誘導区域から除外している。
• 立地適正化計画における防災指針の検討により、居住誘導区域を設定し、被害対象の減少を図っている。
• 貯留機能保全区域の指定や浸水被害防止区域の指定等、浸水被害の軽減に向けたまちづくりとの連携についても検討し

ていく必要がある。

〇貯留機能保全区域の指定 〇浸水被害防止区域の指定
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③被害の軽減早期復旧・復興の対策
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危機管理型水位計や簡易型河川監視カメラの設置(高度化)、周知
・ 逢瀬川や谷田川には、河川の水位情報や河川の状況を把握するための危機管理型水位計や河川監視カメラを設置し

ている。
・ 水位情報や河川監視カメラの映像を「川の防災情報」や「川の水位情報」においてリアルタイムにwebで公開して

いる。
・ 危機管理型水位計や簡易型河川監視カメラの高度化を進めている。
・ 水位情報や河川監視カメラの情報について住民へ周知するとともに、住民の避難活動に活用してもらうようイベン

トや出前講座を通じて住民への啓発活動を実施している。

スマートフォンによる河川監視カメラ、河川水位の表示例
＜逢瀬川（逢瀬橋）・郡山市＞水位計の設置状況

＜逢瀬川（逢瀬橋）・郡山市＞
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洪水浸水想定区域図の公表、周知
水位周知河川及び洪水予報河川の逢瀬川や谷田川について、想定最大規模の降雨による洪水浸水想定区域図を作成し、

公表しており、住民の避難活動に活用してもらうようイベントや出前講座を通じて住民への啓発活動を実施している。

水位周知河川及び洪水予報河川（63河川）
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逢瀬川流域・谷田川流域へのワンコイン浸水センサの設置、周知
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設置予定箇所

至 小野

郡山市水門町地内
（小野郡山線）

• ワンコイン浸水センサの設置推進により、リアルタイムで浸水状況を把握し、迅速な情報発信による被害軽減を図る。
• 国土交通省では、住民の避難の迅速化に向けて、浸水の危険性のある地域に浸水センサーの設置を推奨している。
• 県及び市町では避難の迅速化を図るため国土交通省の実証事業を活用し、浸水センサーを設置している。
• 浸水センサーは小型の簡易的なもので、その形状からワンコインセンサーとも呼ばれる。
• 浸水によりセンサーが発する電波が遮断されることで感知し、浸水箇所を確認できる。
• イベントや出前講座等を通じて、住民の避難活動に浸水センサーを活用してもらうよう住民への啓発活動を実施する。

県設置数： ３２箇所（7市町：福島市、伊達市、本宮市、郡山市、小野町、白河市、いわき市）

県管理道路のアンダーボックス等の冠水箇所や県管理河川の溢水・越水想定箇所等に設置

市町設置数：１６１箇所（7市町：福島市、伊達市、本宮市、郡山市、小野町、白河市、いわき市）

浸水が発生しやすい低い土地等に設置

※上記には、逢瀬川流域・谷田川流域についての設置も含まれる。

逢瀬川流域、谷田川流域内の浸水センサーの状況（R7.8月末現在）



１ 排水ポンプ車の配備状況

２ 令和元年東日本台風時の状況

令和元年東日本台風時に
は、国土交通省へ各市町村
が要請を行い、県内の排水
ポンプ車と全国の地整から
の応援で集まった排水ポン
プ車で排水作業を行った。

○県内には国と市で合計２１台

福島河川国道事務所
阿賀川河川事務所
市

○ポンプ車の配置状況

会津 ４箇所
中通り２２箇所
浜通り ９箇所
合計 ３５箇所

凡例
×：破堤箇所
●：排水ポンプ車稼働箇所

情報提供
福島河川国道事務所
阿賀川河川事務所

他県：１６都府県で導入

会津 中通り 浜通り 合計
国 4 9 0 13
市 0 6 2 8
計 4 15 2 21

排水ポンプ車の配備

福島河川国道事務所と郡山市による排水ポンプ車の
操作訓練状況（国土交通省HPより）

令和元年における排水ポンプ車の稼働状況
（国土交通省HPより）14

• 排水ポンプ車の配備により、浸水被害の軽減や早期解消を図る。



(2)逢瀬川流域の流域水害対策計画における浸水被害対策
• 逢瀬川流域水害対策計画では、流域全体での対策が必要となることから、各種流域対策を活用し取り組む。
• また、大規模災害関連事業と次期河川整備計画による阿武隈川本川の河川整備が実施される。
• さらに計画を上回る洪水に対しても、氾濫の被害を出来るだけ軽減するソフト対策を推進する。

【対策内容】

●引続き推進・検討

・田んぼダムの取組※

・ため池の活用
・排水ポンプ車の配備
・まちづくりや住まい方の工夫 等

の流域治水の更なる推進

●流域対策

・下水道整備
・排水ポンプの増強
・雨水貯留施設の整備

●外水対策

・逢瀬川河道整備

※(注1)畦畔の高さ、流出量調整堰板の形状、栽培品種及び営農方法等によって貯留量は大きく異なります。
(注2)水稲生育に影響のない期間の取り組みであり、また、転作の状況により、時期ごとに取組面積が異なります。
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対策前 対策後

対策前の
氾濫ボリューム

○○万m3

引続き推進・検討
（田んぼダムの取組、まちづくりや住まい方の工夫等 ）

流域対策
（下水道整備等）

○○万m3

可能な限り対策を推進する

阿武隈川の河川整備
（遊水地整備、河道掘削）

○○万m3

外水対策
（逢瀬川河道整備）

○○万m3

計画対象降雨
（気候変動考慮）

目標

流域水害対策の効果（イメージ）

184.4mm/1日

流域水害対策
による対応



(3)谷田川流域の流域水害対策計画における浸水被害対策
• 谷田川流域水害対策計画では、流域全体での対策が必要となることから、各種流域対策を活用し取り組む。
• また、大規模災害関連事業と次期河川整備計画による阿武隈川本川の河川整備が実施される。
• さらに計画を上回る洪水に対しても、氾濫の被害を出来るだけ軽減するソフト対策を推進する。

※(注1)畦畔の高さ、流出量調整堰板の形状、栽培品種及び営農方法等によって貯留量は大きく異なります。
(注2)水稲生育に影響のない期間の取り組みであり、また、転作の状況により、時期ごとに取組面積が異なります。
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対策前 対策後

対策前の
氾濫ボリューム

○○万m3

引続き推進・検討
（田んぼダムの取組、まちづくりや住まい方の工夫等 ）

流域対策
（下水道整備等）

○○万m3

可能な限り対策を推進する

阿武隈川の河川整備
（遊水地整備、河道掘削）

○○万m3

外水対策
（谷田川河道整備等）

○○万m3

計画対象降雨
（気候変動考慮）

目標
【対策内容】

●引続き推進・検討

・田んぼダムの取組※

・ため池の活用
・排水ポンプ車の配備
・まちづくりや住まい方の工夫 等

の流域治水の更なる推進

流域水害対策の効果（イメージ）

175.1mm/1日

●流域対策

・下水道整備
・排水ポンプの増強
・雨水貯留施設の整備

●外水対策

・谷田川河道整備

流域水害対策
による対応


